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大
槌
中
（
皿
）
で
片
付
け

四
靉
作
付
生
徒
と
交
流
計
画

　
岡
山
経
済
同
友
会
（
岡

山
市
北
区
厚
生
町
）
の
呼

び
掛
け
で
集
ま
っ
た
県
内

の
大
学
生
ら
で
組
織
す
る

　
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
2
3

目
、
被
災
他
の
岩
手
県
大

槌
町
に
入
り
、
津
波
の
浸

水
被
害
に
遭
っ
た
大
槌
中

で
片
付
け
に
汗
を
流
し

た
。
2
5
目
ま
で
滞
在
し
、

回
申
生
徒
と
の
交
流
も
行

う
。

　
一
行
は
県
内
の
１
１
矢
学

・
短
大
に
通
う
3
6
人
と
同

友
会
会
員
ら
計
約
5
0
人
。

2
2
目
午
後
に
岡
山
市
を
バ

ス
で
出
発
し
、
約
2
0
時
問

か
け
て
到
着
し
た
。

　
現
地
の
活
動
は
、
震
災

直
後
か
ら
支
援
を
続
け
る

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
世

が
仲
介
。
岩
手
県
南
部
の

沿
岸
部
に
位
置
す
る
目
釘

は
、
地
震
と
津
波
で
死
者

・
行
方
不
問
者
↑
２
０
０

人
以
上
、
同
中
で
ち
２
人

が
犠
牲
に
な
っ
た
。
鉄
骨

大
槌
中
の
職
員
室
を
掃
除
す
る
大
学
生
た
ち

４
階
の
校
舎
は
年
波
で
１

階
の
犬
升
ま
で
漬
か
っ
て

九
州
不
能
と
な
っ
て
い

巡
。
　
学
土
九
ち
は
２
階
部
分

を
担
当
。
ほ
う
き
や
モ

ッ
プ
を
手
に
牧
畜
の
床
に

た
ま
っ
た
ご
み
や
は
こ

り
を
集
め
、
制
札
九
万
フ

　
ー

ス
な
ど
を
片
付
け
た
。
ア

ル
バ
ム
や
部
活
�
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
ぺ
こ
ん
搬
出
し

た
。

　
く
ら
し
き
作
聯
へ
寸
年

段
加
給
墨
‥
さ
ん
言
言

「
校
舎
に
は
楽
し
い
言
い

出
も
刻
ま
れ
て
い
る
は

ず
。
・
没
後
の
整
理
の
右
手

伝
い
が
で
き
て
光
栄
」
と

話
し
た
。

　
ギ
フ
ン
テ
ィ
ア
は
復
興

を
批
う
片
片
に
被
災
地
の

現
状
を
坤
っ
て
も
ら
お
う

と
岡
出
牡
帥
同
友
合
が
尚

尚
し
、
昨
年
に
続
き
ス
リ

目
。
　
（
平
田
往
古

掴
拉

岸
仁
壊
滅
的
な
被
害
を
来
て
く
れ
た
、
そ
の
こ
ら
遠
の
い
て
し
ま
っ
て
い

ち
た
ら
し
た
津
波
の
爪
と
だ
け
で
あ
り
か
た
る
こ
と
に
気
づ
く
。
「
枝

族
は
生
々
し
い
。
　
　
い
」
。
鈴
木
利
典
校
長
災
酋
に
と
っ
て
崖
大
の
危

Ｙ
・
積
み
上
げ
ら
れ
た
　
▼
・
：
2
3
目
に
岩
手
県
の
言
葉
は
温
か
く
、
学
機
け
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
で

が
れ
き
、
建
物
が
消
え
、

残
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
　
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
被
災
地

の
基
礎
、
倒
れ
た
ま
ま
の

あ
る
Ｌ
と
の
言
菜
を
聞
い

た
こ
と
ち
あ
る
。
復
興
に

は
さ
ら
に
且
い
吊
川
が
必

墓
石
・
…
東
日
本
吉
服
災
犬
槌
町
人
り
し
た
人
学
生
た
ち
の
、
払
の
ふ
に
頃
だ
ろ
う
。
現
状
を
胴
に

の
発
生
か
ら
間
ち
な
く
↓
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
同
染
み
た
。

刻
み
な
が
ら
長
災
辿
を

半
半
に
な
る
。
そ
こ
に
あ
行
、
大
槌
中
で
献
身
的
　
▽
：
尚
出
て
過
ご
し
忘
れ
な
い
に
と
の
思
い
を

っ
た
は
ず
の
日
常
が
想
像
に
作
業
す
る
様
子
を
取
て
い
る
と
、
い
つ
の
問
強
く
し
た
。
（
他
出
社
号

で
き
な
い
ほ
ど
、
二
陸
尉
材
し
た
。
「
皆
さ
ん
が
に
か
被
災
地
が
意
識
か
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